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③ チームでは、全体の動きを客観的にみて、作戦を立
てたり、動きのポイントを友だちと教え合ったりす
ることなどを通して、練習にいかす。 

4 訪問校での授業参観及び事後の授業改善アドバイス 
  市内小学校９校に年２回ずつ訪問し、授業参観後に

授業改善アドバイスを「体育授業のまとめ」として文
書で行なった。 

●工夫したこと（＆苦労した点）――――― 
① サーキットトレーニングでは、主運動につなげるた

めの補助運動として内容を少しずつ変えて行ったこ
とで、意識づけにも繋がった。 

② 個人の体育カード・タブレットによる、めあてとふ
りかえりは、簡潔に自己評価できるように工夫した。 

 また、記録を取り振り返りに活用した。 
③ 複数学年で同じ内容の単元を構成することによっ

て、道具の準備・片付け、掲示物、異学年での教え合
いなどがより効果的になった。 

④ 技能面での評価は、児童が感じる達成度と、指導者
が到達させたい「技能レベル」との差が生じることが
ある。意欲を大切にしながらも、個人や学年に応じて
より焦点化させて技能を高めるアドバイスや指導、
場やルールの工夫が毎時の課題である。 

⑤ 主体的・対話的で深い学びに繋げるための体育学習
を意識して取り組んだが、児童の話し合いや学び合
いと運動量の確保との兼ね合いが難しかった。 

 Check：取組の成果            
① サーキットトレーニングを補助運動としても活用す

ることで、授業の展開（主運動）に無駄なくつなげる
ことができ、運動量も確保できた。 

② 体育カード・タブレットを有効に活用し、学習のめ
あてや技のポイントを意識した授業になった。また、
撮影した動画が振り返りにも役立った。 

③ 異学年交流体育を取り入れたことで、教える側は伝
える力が、また、教えられる側は基礎技能の向上に
非常に有効であった。 

 Action：今後の課題                
① 外遊び・運動を好まない児童への働きかけ 
② 教科担任制における担任との共通理解と連携 
③ 主体的・対話的で深い学びにつなげる体育学習 

 Plan：取組時の課題と計画           
1 取組時の課題 
◆体力・運動能力、運動量の差 
・学年間、男女間での体力・運動能力の差 
・体力調査から、走力・持久力・握力に課題がある。 
・休み時間の「外遊びの奨励」により、外遊び・運動に親
しむ児童は多いが、そうではない児童の固定化が課題。 

◆放課後や休日の運動習慣 
・社会体育で運動をしている児童としていない児童の運
動実施時間の２極化が顕著である。 

◆運動意欲 
・「体を動かすこと」が嫌いと答える児童は少ないものの、
体力・運動能力の向上や健康を保持増進するといった
意識は低い。 

2 取組の計画 
① 体育授業の充実や工夫を図る 
  ・サーキットトレーニング（補助運動）の実施 
  ・異学年による教え合いや、動画等の紹介 
② 体プロジェクトでの取り組み 
  ・全校ドッジボール大会の計画・実施 
  ・ペース走大会の実施 
③ １校１実践の実施 

・毎朝１分間の体操（朝の会） 
  ・毎週の学級外遊び 
④ 訪問校での授業参観及び事後の授業改善アドバイス 

 Do：実践内容               
1 体育授業の充実 
（1）サーキットトレーニング（毎時・導入時） 
① 運動場（固定遊具）と、体育館（動きカード） 
② 主運動につながる補助運動を選択 
（2）異学年交流・動画紹介や記録の共有 
① 教え合いによる、互いの技能向上と自己有用感の向

上をねらう 
② 単元の見通しをもち、めあてづくりをすすめる 
2 １校１実践の取り組み 
（1）ペンギン体操（手のｸﾞｰﾊﾟｰ＆足のつま先立ちを毎朝） 
① 全クラス「朝の会」に位置づけ、１分間曲をかけなが

ら握力と持久力の向上を図る。 
3 ICTの活用と体育環境の整備 
（1）タブレットの活用 
① 単元によって、毎時のめあてとふりかえりを「ロイロ

ノート」で集約し、評価・改善にいかす。 
② 動画の撮影、遅延再生などにより、自分の「体の使い

方」を客観的に認識する。また、手や足の位置など、
動きのポイントを、映像で比較したり、友だちと教え
合ったりすることなどを通して、練習にいかす。 

どの子も運動の楽しみを味わ
い、支え合いながら伸びる体
育学習をめざして 
大分県豊後大野市立三重東小学校 

◎体力向上の取組がもたらす波及効果 
・運動習慣（生涯体育の基礎）・健康意識が身につく。 
・学び合いや教え合いが増え、良好な集団作りにつな
がる。 

・スモールステップで多くの「できた」を経験できる。 

全校児童数 234 名（男子 111 人 女子 123 人） 

全クラス数 11 教職員数 34 人 

体育専科教員訪問学校数 9 校 

訪問校 市内小学校（9 校） 

体育専科教員名 清水 大徳 
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